
 

Ⅱ 履修要領（令和４年度以前入学生用） 

 

１ 学年、学期及び休業日 

（１）学年 

学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わります。 

（２）学期 

学期は、２学期制をとっており、前期と後期に分かれています。  

① 前期 ４月１日から９月 30 日まで 

② 後期 10 月１日から翌年３月 31 日まで 

（３）休業日 

休業日（授業を行わない日）は、次のとおりですが、休業日を変更する場合、臨時に休業

する場合や、休業日であっても授業を行う場合があります。  

① 日曜日及び土曜日 

② 国民の祝日に関する法律に規定する休日  

 その他の休業日はオリエンテーション時に配布する年間予定表を参考にして下さい。  

 

２ 卒業要件 

本学を卒業するためには、６年以上在学し、必修科目と選択科目を合わせて 186 単位以上を

修得しなければなりません。 

  《卒業に必要な単位数一覧表》 

授業科目の区分 必修科目 選択科目 自由科目 

教養科目  18.5 単位 ６単位以上  

専門科目 161.5 単位  ６単位 

合計 
 180 単位 ６単位以上 

 
186 単位以上 

備考 必修科目：必ず履修しなければならない科目です。  

   選択科目：学生が選択し履修する科目です。 

    自由科目：卒業要件にはなりませんが、学生が選択し履修できる科目です。  

 

３ 履修 

（１）授業科目について  

各授業科目の配当年次は、別表第１「開設授業科目一覧表」のとおりとなっています。必

修科目は必ず履修しなければなりません。  

なお、授業科目のうち別表第２の左欄に揚げる科目の履修については、特に認める場合を

除き、当該科目に先立って、同表右欄で指定する科目を修得しなければなりません。  

（２）選択科目について 

    選択科目については、以下のとおり選択し、受講してください。ただし、受講者の定員がある



 

科目は、抽選などの適切な選考方法で受講者数を制限することがあります。 

① ドイツ語Ⅰ,Ⅱ、フランス語Ⅰ,Ⅱ、中国語Ⅰ,Ⅱについては、同一言語のⅠ,Ⅱを選択し履修

する。 

② 人文社会科学系科目（心理学、哲学、文学、法学、経済学、社会学）については、６科目中

４科目以上を選択し履修する。 

（３）自由科目について 

地域医療薬学実習Ⅰ及び薬学特別演習については、卒業に必要な単位ではありませんが、選択

し履修することができます。 

（４）履修の手続 

選択科目の履修手続については、毎年決められた期間に UNIVERSAL PASSPORT（教務学務

システム）から行う必要があります。年度始めのオリエンテーションで説明します。変更が

ある場合は所定の期日までに各自手続きをしてください。 

（５）履修の取り下げ 

下記の選択科目は履修途中で履修を取り下げることができる場合があります。履修の取り

下げを希望する場合は、年度始めのオリエンテーションで示す所定の期日までに「履修取下

願」を事務室に提出して下さい。  

＜履修取り下げを申請できる科目＞  

心理学、哲学、法学、経済学、社会学  

（６）シラバス 

   シラバスには各科目の授業計画や成績評価方法が記載されています。本学ホームページ及

び UNIVERSAL PASSPORT（教務学務システム）から閲覧できますので、確認してください。  

※ シラバス公開場所 

   本学トップページ＞学部大学院等＞薬学部＞学部紹介＞シラバス 

 

４ 授業 

（１）授業への出席・欠席 

授業科目の履修は、すべて出席受講することを原則とします。授業を欠席する（した）際、欠

席に配慮を希望する場合は、別表第３「欠席を配慮する基準」を参照し、「欠席配慮願」を事務

室に提出してください。 なお、やむを得ず事後になる場合は、その理由を付して速やかに提出し

てください。実習については正当な理由による届けが無く欠席した場合は必要な単位を与えない

ことがあります。 

    また、出席率の低い学生及び受講態度に著しく問題がある学生については担当教員の判断で試

験の受験資格を与えないことがあります。 

欠席配慮願提出によって自動的に「出席扱い、あるいは課題等の免除」等がなされる訳ではあ

りません。授業科目の成績評価等における取扱いについては、欠席理由の如何にかかわらず授業

担当教員が判断します。 

（２）時間割表 

授業は、別に定める時間割表に基づいて行われます。１時限 70 分です。 



 

なお、授業時間帯は、次のとおりですが、授業によっては変更する場合があります。  

 

 

授 業 時 限 時  間  帯 

 

１ 時 限 

 

８：50 

 

～ 

 

10：00 

 

２ 時 限 

 

10：10 

 

～ 

 

11：20 

 

３ 時 限 

 

11：30 

 

～ 

 

12：40 

 

４ 時 限 

 

13：40 

 

～ 

 

14：50 

 

５ 時 限 

 

15：00 

 

～ 

 

16：10 

 

６ 時 限 

 

16：20 

 

～ 

 

17：30 

 

７ 時 限 

 

17：40 

 

～ 

 

18：50 

（３）異常気象に伴う休講等について 

① 和歌山市に暴風警報又は特別警報が発令されている場合は、次のとおり休講等となりま

す。 

 

暴風警報及び特別警報発令状況 

 

授業等の取扱い 

 

１ 午前７時現在発令中又は午前７時から 
 午前８時 50 分までの間に発令された場合 

 

第１時限から第２時限を休講及び
試験を延期 

 

２ 1 の警報が午前 11 時現在も発令中の場合 

 

全時限休講及び試験を延期 

 

３ 午前８時 50 分以後に発令された場合 

 

学部長が指示する 

② 南海又はＪＲのいずれかが運行されていない場合、状況によって学生に不利にならない

よう取り扱います。 

（４）授業に関する連絡事項 

休講、補講、教室変更、授業変更等の授業に関する連絡事項は、その都度 UNIVERSAL 

PASSPORT（教務学務システム）の掲示板に掲示しますので、毎日掲示板を見て確認してくだ

さい。 

 

５ 試験 

（１）試験の方法 

試験は、筆答、口答、実技、論文・レポート提出等により行います。  

（２）試験の実施時期 

試験は、原則として各科目の所定の授業が終了した学期末に期間を定めて行いますが、科



 

目によっては試験期間外に行うことがあります。  

（３）追試験 

病気その他やむを得ない理由により試験を受けられなかった者は、願い出により追試験を

受けることができます。  

追試験を受けようとする者は、「追試験受験願」に医師の診断書等その理由を証する書類

を添えて、事務室へ提出してください。 

（４）再試験 

試験又は追試験で不合格となった者に対しては、担当教員の判定に基づき、再試験を行う

ことがあります。 

再試験を行うときは、その日時等を事前に UNIVERSAL PASSPORT（教務学務システム）の

掲示板に掲示します。 

（５）受験の際の注意事項  

① 試験監督者（教員）の指示に従うこと。  

② 試験は所定の座席で受験すること。  

③ 学生証は机の上に置き、忘れた場合は事務室で仮学生証発行の手続きを行うこと。  

④  受験のために必要な筆記用具及び許可された物品以外の携帯品はカバンに入れたうえで

足下に置き、机の中及び周辺には何も置かないこと。  

⑤  スマートフォンや携帯電話等は電源を切って、カバンの中に入れること。なお、試験中

に携帯電話等の機器が作動した場合は、不正とみなされることがある。また、試験室を退

室するまで携帯電話等の電源を切っておくこと。  

⑥ 試験開始から 30 分を経過した後で入室することはできない。  

⑦  試験中は試験室外に出てはならない。体調不良等、やむを得ない場合は教員の許可を得

ること。なお、試験中にトイレに行くことも原則として認めないので、あらかじめ済ませ

ておくこと。 

⑧ 試験開始後、教員の許可がない限り退室を認めない。  

⑨ 壁や机などへの書き込みを一切禁じる。  

⑩ 受験中は物品の貸借を一切禁じる。  

⑪  受験中は不正行為と疑われるような行為を厳に慎むこと。疑わしい行為を注意した学生

には、当該試験の受験資格を停止し退室を命じることがある。  

⑫ 試験終了後は、鉛筆や消しゴムを机の上に置き、加筆、訂正等を行わないこと。  

⑬ 答案の回収は、教員の指示に従うこと。 

⑭ 中途退室する時は速やかに退室しホール等では静粛にしておくこと。  

⑮ 試験に不正行為があった場合は、当該試験を含め、その期の試験すべてを不合格とする。 

⑯ 試験室内での飲食は厳禁とする。  

 

６ 成績の評価 

（１）成績の評価 

成績の評価は、100 点を満点とし、その評価は、担当教員が次の基準により行います。た



 

だし、再試験に合格した者の成績は、60 点となります。 

 

 評 価 成    績 GP 成 績 評 価 基 準 判 定 

S 90点以上 4.0 学修目標を達成し、極めて優秀である  
 
  
合 格 

A 80点以上90点未満 3.0 学修目標を十分に達成している 

B 70点以上80点未満 2.0 学修目標を達成している 

C 60点以上70点未満 1.0 学修目標を概ね達成している 

D 60点未満 0.0 学修目標を達成していない 

い 

 不合格 

（２）GPA 制度 

薬学部では、学生の成績を総合的に評価するために GPA 制度を導入しています。GPA の算

出には以下の式を用います。通常は小数点以下第３位を四捨五入して小数点以下第２位まで

を表示します。 

 

GPA＝Σ（各科目の GP 値×その科目の単位数）÷Σ（履修登録科目の単位数） 

（３）異議申立 

成績評価に関して、異議がある場合は、異議を申し立てることができます。異議申し立て

を行う場合は、所定の期間に事務室に申し出てください。 

 

７ 単位の授与 

（１）単位の授与 

授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位が与えられます。  

単位を修得した授業科目は、再び履修することはできません。ただし、授業担当教員が認

めたときは、その科目を聴講することができます。 

（２）CAP 制 

薬学部では、自学自習の時間を確保するため、年間 44 単位の年間登録上限（CAP 制）を

設けています。 

（３）既修得単位の認定 

薬学部に入学する前に他の短期大学又は大学等において単位を修得している者は、本学部

の授業科目の履修により修得したものとみなして、既修得単位として認定できる場合があり

ます。所定の期日までに「既修得単位等認定申請書」を事務室まで申請してください。 

 

８ 在籍可能期間・進級判定 

薬学部の在学期間は、12 年を超えることはできません。また、第１学年から第３学年までの

区分につきそれぞれ２年及び第４学年から第６学年までの区分につき６年を超えて在学する

ことができません。そのため、第１学年、第２学年、第３学年のそれぞれの修了時に進級判定

を行います。進級要件は以下のとおりです。 



 

（1）第 1 学年 

教養科目：外国語科目（6 単位）、ケア・マインド教育（3 単位）及び自然科学系科目 8 単

位中 7 単位以上を修得（16 単位／21.5 単位（保健体育 0.5 単位、人文社会学系科

目 4 単位以上を含む）） 

専門科目：薬学基礎実習Ⅰ ,Ⅱ、薬学入門Ⅰ,Ⅱ、薬学入門（早期体験実習）及びその他の専

門科目 9 単位中 7 単位以上を修得（13 単位以上／15 単位） 

（2）第 2 学年 

教養科目：外国語科目（8 単位）、ケア・マインド教育（3 単位）及び自然科学系科目 8 単

位中 7 単位以上を修得（18 単位／23.5 単位（保健体育 0.5 単位、人文社会学系科

目 4 単位以上を含む） 

専門科目：薬学基礎実習Ⅰ ,Ⅱ、薬学入門Ⅰ,Ⅱ、薬学入門（早期体験実習）、専門実習（物

理・化学系）、専門実習（生物系）及びその他の専門科目 35 単位中 31 単位以上

を修得（49.5 単位以上／53.5 単位） 

（3）第 3 学年 

教養科目：外国語科目（9 単位）、ケア・マインド教育（3 単位）及び自然科学系科目 8 単

位中 7 単位以上を修得（19 単位／24.5 単位（保健体育 0.5 単位、人文社会学系科

目 4 単位以上を含む） 

専門科目：薬学基礎実習Ⅰ ,Ⅱ、薬学入門Ⅰ,Ⅱ、薬学入門（早期体験実習）、専門実習（物

理・化学系）、専門実習（生物系）、専門実習（医療系）、特別実習（入門）及

びその他の専門科目 61 単位中 56 単位以上を修得（81.5 単位以上／86.5 単位） 

 

教養科目の内訳は下記のとおりです。  

外国語科目 英語ⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡB、薬学英語Ⅰ ,Ⅱ,Ⅲ、ドイツ語Ⅰ ,Ⅱ、フランス語

Ⅰ,Ⅱ、中国語Ⅰ,Ⅱ 

人文社会科学系科目 心理学、哲学、文学、法学、経済学、社会学 

自然科学系科目 情報基礎、情報基礎演習、統計基礎、基礎物理学、有機化学、有機化

学演習、生物学、無機化学  

 

 



 

別表第 1   開設授業科目一覧表 

科

目

区

分  

授業科目の名称  

履修区分  単位数  

備考  必

修  

選

択  

自

由  

１年次  ２年次  ３年次  ４年次  ５年次  ６年次  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教

養

科

目  

英語ⅠA ○    １              

英語ⅠB ○    １             

ドイツ語Ⅰ   ○   １             

フランス語Ⅰ   ○   １             

中国語Ⅰ   ○   １             

心理学   ○   １             

哲学   ○   １             

文学   ○   １             

法学   ○   １             

経済学   ○   １             

社会学   ○   １             

保健体育  ○   0.5           

情報基礎  ○    １             

情報基礎演習  ○    １             

統計基礎  ○    １             

基礎物理学  ○    １             

有機化学  ○    １             

有機化学演習  ○    １             

生物学  ○    １             

ケア・マインド教育  ○   ３            

英語ⅡA ○     １            

英語ⅡB ○     １            

ドイツ語Ⅱ   ○    １            

フランス語Ⅱ   ○    １            

中国語Ⅱ   ○    １            

無機化学  ○     １            

薬学英語Ⅰ  ○      １           

薬学英語Ⅱ  ○       １          

薬学英語Ⅲ  ○        １         

専

門

科

目  

薬学入門Ⅰ  ○    １             

薬学入門（早期体験学習） ○    ２            

薬学基礎実習Ⅰ  ○    １             

地域医療薬学実習Ⅰ    ○  １            

選
択
1
単
位
以
上 

選
択
４
単
位
以
上 

選
択
1
単
位
以
上 



 

科

目

区

分  

授業科目の名称  

履修区分  単位数  

備考  必

修  

選

択  

自

由  

１年次  ２年次  ３年次  ４年次  ５年次  ６年次  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

 薬学入門Ⅱ  ○     １             

物理化学Ⅰ  ○     １            

物理化学演習Ⅰ  ○     １            

有機薬化学Ⅰ  ○     １            

有機薬化学演習  ○     １            

機能形態学Ⅰ  ○     １            

生理学Ⅰ  ○     １            

生命科学Ⅰ  ○     １            

生命科学Ⅱ  ○     １            

社会薬学Ⅰ  ○     １            

薬学基礎実習Ⅱ  ○     １            

物理化学Ⅱ  ○      １           

物理化学演習Ⅱ  ○      １           

放射化学  ○      １           

有機薬化学Ⅱ  ○      １           

天然物化学・生薬学Ⅰ  ○      １           

機能形態学Ⅱ  ○      １           

生理学Ⅱ  ○      １           

生命科学Ⅲ  ○      １           

生命科学演習  ○      １           

微生物学Ⅰ  ○      １           

地域医療薬学Ⅰ  ○      １           

地域医療薬学Ⅱ  ○      １           

社会薬学Ⅱ  ○      １           

社会薬学演習  ○      １           

専門実習 (物理・化学系 ) ○     5.5          

機器分析化学  ○       １          

医薬品化学Ⅰ  ○       １          

有機薬化学Ⅲ  ○       １          

天然物化学・生薬学Ⅱ  ○       １          

毒性学  ○       １          

分子生物学  ○       １          

微生物学Ⅱ  ○       １          

免疫学  ○       １          



 

科

目

区

分  

授業科目の名称  

履修区分  単位数  

備考  必

修  

選

択  

自

由  

１年次  ２年次  ３年次  ４年次  ５年次  ６年次  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

 病態生理学Ⅰ  ○       １           

薬理学Ⅰ  ○       １          

薬理学演習Ⅰ  ○       １          

薬物治療学Ⅰ  ○       １          

専門実習（生物系） ○       ７          

専門実習（医療系） ○      3.5        

医薬品化学Ⅱ  ○        １         

衛生化学Ⅰ  ○        １         

臨床薬理学  ○        １         

病態生理学Ⅱ  ○        １         

薬物治療学Ⅱ  ○        １         

薬理学Ⅱ  ○        １         

薬理学演習Ⅱ  ○        １         

がん・化学療法学  ○        １         

製剤学Ⅰ  ○        １         

医療倫理  ○        １         

薬物動態学Ⅰ  ○        １         

臨床薬学概論  ○        １         

特別実習（入門）  ○       3.5        

衛生化学Ⅱ  ○         １        

衛生化学Ⅲ  ○         １        

衛生化学演習  ○         １        

薬物動態学Ⅱ  ○         １        

臨床薬理学演習  ○         １        

薬物治療学Ⅲ  ○         １        

製剤学Ⅱ  ○         １        

薬理学Ⅲ  ○         １        

薬理学演習Ⅲ  ○         １        

裁判化学  ○         １        

社会薬学Ⅲ  ○         １        

医薬品情報学  ○         １        

医薬品情報学演習  ○         １        

災害薬学  ○         １        

薬物治療学演習  ○          １       



 

科

目

区

分  

授業科目の名称  

履修区分  単位数  

備考  必

修  

選

択  

自

由  

１年次  ２年次  ３年次  ４年次  ５年次  ６年次  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

前

期  

後

期  

 医療安全学Ⅰ  ○          １        

社会薬学Ⅳ  ○          １       

社会薬学Ⅴ  ○          １       

臨床感染制御学  ○          １       

臨床コミュニケーション  ○          １       

臨床薬剤学Ⅰ  ○          １       

臨床薬剤学Ⅱ  ○          １       

医薬品安全性学  ○          １       

医療統計解析学  ○          １       

医療統計解析学演習  ○          １       

医薬品開発学  ○          １       

事前学習Ⅰ  ○           １      

事前学習Ⅱ  ○           ５      

病院・薬局実習  ○           ２０    

病院・薬局薬学  ○              １   

医療安全学Ⅱ  ○              １   

臨床医学  ○              １   

臨床薬学演習  ○              ４   

薬学特別演習    ○             ５  

特別実習Ⅰ  ○         １０      

特別実習Ⅱ  ○            ２０  

合計（１２２科目）  108 12 ２  186単位以上修得  

※ ドイツ語、フランス語、中国語については、同一言語2科目を履修すること。 



 

別表第2 
 

授業科目  先修条件として指定する授業科目 

 特別実習Ⅰ 専門実習（医療系）、特別実習（入門） 

 特別実習Ⅱ  特別実習Ⅰ 

※ 科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ及びⅤの番号がついている場合、番号順の履修が望ましい。 



 

別表第 3 欠席を配慮する基準（薬学部） 
事例 範囲 添付書類  

※必要に応じて提出を求める場合があります 

病気または負

傷 

疾病により登校が不可能な状況、また

は感染性があるもの 

期間は、1 回の通院に対し通院した日

から起算して 3 日間、ただしインフル

エンザの場合は 7 日間 

医療機関の領収書（診察日および診療

報酬明細が記載されているもの。コ

ピー可） 

 

※ただし、通院した日を含め４日以上

の自宅療養が必要な場合は、医師の診

断書（コピー可） 

忌引 2 親等以内の親族の葬儀 

（本人および配偶者から 2 世代を隔

てた関係にある親族。祖父母・兄弟姉

妹・孫など） 

死亡日を含め 5 日以内 

 

交通機関の支

障 

公共交通機関の運休、運転見合せ、ま

たは著しい遅延 

公共交通機関発行の証明書 

 

裁判員選任時 該当期間（呼び出し）のみ 裁判所からの呼び出し状（コピー） 

非常災害 風水害・火災・地震等 罹災証明書（コピー可） 

その他 就職活動 

被保護者の看病 

大学及び学部が認めた活動 

講義担当教員が特に認めたもの 

出席不可を証明できる書類 

1 欠席届の提出で、授業を出席したものとみなすことはできない。 
2 「その他」に該当する場合、事前に事務室（教務担当）に相談すること。 
3 クラブの大会などは「その他」に含む。 
4 欠席した日から 2 週間以内の提出であること。ただし、2 週間以上通学できない場合は、その

都度受付を判断する。 
5 保健室の一時利用による欠席届の提出は受理しない。 
6 異常気象に伴う休講等については、欠席届の提出は不要とする。 

 


